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はじめに

秩父帯の地質構造を明らかにする上で，秩父帯の北

限を境する御荷鉾緑色岩類と，秩父帯の地層との関係

はきわめて重要である．四国西部では，八幡浜南方の

海岸部付近と大i州から東方には御荷鉾緑色岩類が広く
分布するが，両者の間の地域では，御荷鉾緑色岩類が

狭長に連続するという考えが支配的であった（第 1

図）． しかしながら，松岡ほか (1998)，山北 (1998)

などによる四国西部の秩父帯の研究では，御荷鉾緑色

岩類の構造的な位置づけが異なっており，秩父帯の地

質構造についても多くの不可解な点がある．

村田 (2005)は，山北 (1998)，松岡ほか (1998)に

よる蔵川向斜は存在せず，魚成衝上断層は大野山衝上

断層 (Murata,1982)に覆われることを明らかにし

た．今回，八幡浜南方の御荷鉾緑色岩類分布域からピ

クライトを，その北東方の狭長部からピクライト質玄

武岩を発見し，御荷鉾緑色岩類は基本的に連続するこ

とが明らかになった．また，御荷鉾緑色岩類の南縁に

は衝上断層が存在すると考えられるのでここに報告す

る．

御荷鉾緑色岩類中のピクライトとビクライト質玄武岩

御荷鉾緑色岩類の分布 四国西部の御荷鉾緑色岩類は

八幡浜南方に幅約 3kmにわたって分布し，主に玄武

岩質凝灰角礫岩および凝灰岩からなっている（第 l

図）． 御荷鉾緑色岩類はここでは， 幅 1.2km, 長さ 6

kmにわたる角閃石岩の岩体を伴う． この角閃石岩は

/I|舞岩体と呼ばれ（石本， 1973)，当初，変成岩とみな
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され角閃岩として扱われたが，貫入関係が認められる

ことなどから，火成岩体とされているものである（鹿

島・常磐井， 1972；岩崎ほか， 1991)．なお，川舞岩体

と，周囲の凝灰角礫岩および凝灰岩を主とする御荷鉾

緑色岩類との間には斜交関係が認められるが（第 l

図），直接の関係はよく分かっていない．一方，御荷鉾

緑色岩類は，大洲東方の冨士（とみす）山から神南山

にかけても，幅 3kmから 4kmにわたって広く分布

する（第 1図）．この付近では，御荷鉾緑色岩類は玄武

岩質凝灰角礫岩，枕状溶岩，凝灰岩からなり，いくつ

かのハンレイ岩の岩体を伴っている (Suzuki et al., 

1972). 

御荷鉾緑色岩類は八幡浜南方の海岸部から北東方

ヘ，分布幅を狭めながらも大i州東方まで連続すると考
えられていたが (Murata, 1982 ;桃井ほか， 1991な

ど），松岡ほか (1998)，榊原ほか (1998)では，両者

は連続しないとみなされた．この分布幅の狭い部分

は，海岸部付近と同様の凝灰角礫岩および凝灰岩から

なり， 八幡浜南方から大洲の市街地南西まで幅200m

から 300mほぼ連続して追跡される（第 1図）．

ピクライト 八幡浜南方の真網代東方では，玄武岩質

凝灰角礫岩に伴って，幅400m,延長 1.5kmのピクラ

イト岩体が存在する（第 1図）．この岩体は，従来の地

質図では（甲藤ほか， 1977；桃井ほか， 1991;四国地方

土木地質図編纂委員会， 1998)，単に蛇紋岩や超塩基性

岩類とされていたものである．この岩体は全体にわ

たって比較的均質で，顕微鏡下では，元のカンラン石

を置き換えた蛇紋石が大半を占める岩石である （第3

図a,Loe. 1)．球状のカンラン石仮像は径 1mm程度

で，体積モードは 80-90％である．個々の仮像の間を

褐色の粘土鉱物あるいは Tiに富んだ淡赤色の単斜輝

石が埋める．比較的 Tiに富んだクロムスピネルがカ

ンラン石仮像や周囲に散在している．粘土鉱物は石基

に当たる部分のガラスが変質してできた可能性があ

る．一見するとカンラン岩起源の蛇紋岩として見過ご

してしまうような岩石であるが，隣り合うカンラン石

仮像の間を埋める粘土鉱物， Tiに富んだ単斜輝石や

クロムスビネルの存在から（第 1表），カンラン岩とは

容易に区別することができる．

ピクライト質玄武岩 ヒ°クライト質玄武岩は，玄武岩

質凝灰角礫岩の岩片として広く認められる．八幡浜南

方，真網代南の海岸に分布する玄武岩質凝灰角礫岩の

連続露頭には， しばしば暗黒色の岩片が認められる．

岩片の長径は数 mmから 30cmにわたり，多くはレ

ンズ状を呈する（第 3図b,Loe. 2)．完全に緑泥石化し

たカンラン石斑晶が，間粒状組織をもつ細粒石基中に

多数認められ， ピクライト質玄武岩であるとみなすこ

とができる．カンラン石の仮像は，カンラン石特有の

そろばん玉の形をなすものや細長く引き伸ばされ，内

部に粘土化したガラスを含んでいるものが多い （第 3
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第 1図 八幡浜—大洲地域の御荷鉾緑色岩類周辺地質図
インデ y クスマップ内の記号 MTL:中央構造線， Mg:御荷鉾緑色岩類， BTL:仏像構造線． Loe.1:ピクライトの蕗頭（第3図
a), Loe. 2 :ピクライト質玄武岩の角礫を含む露頭（第 3図b,c, d), Loe. 3:ピクライト質玄武岩の露頭（本文参照）．
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第2図 八幡浜ー大洲地域の御荷鉾緑色岩類周辺断面図．

凡例は地質図と同じ．

図c,d, Loe. 2)．また，まれに磁鉄鉱化したスピネルを

含むこともある．石基は，初生鉱物である細粒単斜輝

石結晶の間を Mg/Fe比の高いアクチノ閃石 (Mg/

(Mg+ Fe) >0.8)や緑泥石が埋める．単斜輝石結晶の

縁部には 15-22モル％のヒスイ輝石成分を含むオン

ファス輝石が生じている．アクチノ閃石や緑泥石は元

の斜長石やガラスを二次的に置換したものと考えられ

る．

同様のピクライト質玄武岩を含む玄武岩質凝灰角礫

岩は，真網代東方にも普遍的に分布し， この地域を特

徴づける一つの岩種といえる． この凝灰角礫岩は，分

布幅は狭いものの北東にのびる夜昼峠周辺にも露出し

ている (Loe.3)．含まれるピクライト質玄武岩は，上

記に記載した真網代のものと同様の特徴を持つ．現段

階では，前述のピクライトとピクライト質玄武岩との

因果関係は不明であるが，少なくとも， ピクライト質

玄武岩を含む八幡浜南方の御荷鉾緑色岩類は，岩体の

走向から判断して冨士山に連続すると考えるのが妥当
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第 l表 ピクライトに含まれる単斜輝石とクロムスピネルの

化学組成

cpx:単斜輝石， spl:クロムスピネル．

Sample 1 2 3 4 

Mineral cpx cpx spl spl 

Si02 46.96 49.43 0.11 0.02 

Ti02 3.79 2.64 10.10 6.63 

Al203 6.78 4.64 10.73 11.44 

Fe203 0.00 0.00 11.91 16.80 

FeO 5.07 4.69 39.70 34.67 

MnO 0.16 0.10 2.09 1.97 

MgO 13.31 14.66 1.39 1.44 

CaO 22.96 22.99 0.13 0.00 

Na20 0.00 0.00 0.00 0.38 

K20 0.00 0.00 0.00 0.00 

Cr203 0.70 0.64 22.03 23.81 

兄05 0.27 0.20 0.96 0.97 

NiO 0.00 0.00 0.00 0.13 

Total 100.00 99.99 99.15 98.26 

0=6 0=6 0=4 0=4 

Si 1.742 1.824 0.004 0.001 

Ti 0.106 0.073 0.270 0.178 

Al 0.296 0.202 0.449 0.480 

Fe 3+ 0.000 0.000 0.318 0.450 

Fe 2+ 0.157 0.145 1.178 1.032 

Mn 0.005 0.003 〇.063 0.059 

Mg 0.736 0.806 0.074 0.076 

Ca 0.913 0.909 0.005 0.000 

Na 0.000 0.000 0.000 0.026 

K 0.000 0.000 0.000 0.000 

Cr 0.021 0.019 0.618 0.670 

V 0.007 0.005 0.023 0.023 

Ni 0.000 0.000 0.000 0.004 

Total 3.983 3.986 3.002 2.999 

である．

御荷鉾緑色岩類南縁の衝上断層

御荷鉾緑色岩類は，その南縁・南東縁を断層によっ

て境され，秩父帯のジュラ紀付加堆積物と接してい

る．このジュラ紀付加堆積物には， Kashima(1969) 

が久米層としたものが含まれている． Murata(1982) 

は，大i州南東方の冨士山南方から東の神南山にかけて
の御荷鉾緑色岩類と，その南側の秩父帯のチャート・

千枚岩を主とする地層とが斜交しており，北に緩く傾

斜した断層が存在するとして，八幡浜南方の御荷鉾緑

色岩類の南東縁の断層と連続させて，北只衝上断層の

存在を推定した．北只衝卜膨断層は，そのトレースから

判断して，八幡浜南方から大i州にかけては中角から高
角であるが，冨士山付近では非常に低角であると考え

られた（第 1,2図）．なお，現在までのところ，断層

露頭は確認されていない．

八幡浜南方から大i州にかけての御荷鉾緑色岩類のほ
ぼ南東縁に沿って断層が存在することは，多くの研究

者間でもほぼ一致していると思われる（甲藤ほか，

1977 ; Murata, 1982 ;武田ほか， 1993;松岡， 1998; 

松岡ほか， 1998など）．武田ほか (1993)は，御荷鉾緑

色岩類の南縁の断層を大i州—三瓶断層と呼び，御荷鉾

緑色岩類と，超塩基性岩体および真穴層からなる真穴

帯（黒瀬川帯の特徴を持つ）の北側を通ると考えた．

武田ほか (1993)は， Murata(1982)と同様に，この

断層は衝上成分があるとしているが，大i州より東方に
ついては言及していない．

松岡ほか (1998)や山北 (1998)は，大i州南東方の

冨士山南方から東の神南山にかけての御荷鉾緑色岩類

の南限に衝上断層を認めず，西予市野村町付近の黒瀬

/II帯の南に位置する魚成衝上断層 (Kashima,1969) 

が北方に延び，冨士山付近の御荷鉾緑色岩類の西縁を

切断すると考えている．なお，山北 (1998)によって

魚成衝上断層が御荷鉾緑色岩類の西縁を切るとされた

部分は，低角な北只衝上断屑の一部でトレースが南北

になっている部分にあたる． この南北トレースの部分

の南方に位置する秩父帯では，チャート層や泥質岩が

北西—南東走向，北東傾斜で連続しており，少なくとも

山北 (1998)が示した魚成衝上断層の位置に断屑が存

在することはない（第 1図）．また，魚成衝上断層は，

大野山衝上断層によって切られるため，御荷鉾緑色岩

類分布域まで延びることはない（村田， 2005).

一方，榊原ほか (1998)は，冨士山付近の御荷鉾緑

色岩類は，衝上断層で切られているとしているが，大

榊I＿三瓶断層とは連続させていない．また， Murata
(1982)が御荷鉾緑色岩類とした分布幅の狭い部分は，

三波川変成岩類中の緑色片岩であるとみなしている．

八幡浜南方から大i州にかけては，海岸部で見られた玄
武岩質凝灰角礫岩が分布幅を狭めながらも連続し，い

ずれもピクライト質玄武岩を含むことから，同一の岩

体に属すると考えられる．八幡浜南方の川舞角閃石岩

やピクライト岩体を含む玄武岩質凝灰角礫岩を御荷鉾

緑色岩類に含めるなら，八幡浜南東方から大i州にかけ
ての分布幅の狭い部分も，御荷鉾緑色岩類に含めるべ

きである．

御荷鉾緑色岩類はさらに冨士山付近の分布幅の広い

御荷鉾緑色岩類に連続するように見えることから，大

i州—三瓶断層とされたものは，冨士山南方の低角な北

只衝上断層に連続すると考えられる．北只衝上断層

は，御荷鉾緑色岩類とそれに伴われる赤色チャートを

含めて一体となったものを秩父帯のチャート・泥質岩

の上に衝上させている．御荷鉾緑色岩類の南縁・南東
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第3図 a:ピクライト の池片写真 完全に蛇紋石化しているか， 径0.3-0.Smmのカン ラン石の仮像が明瞭に識別できる． 不透明鉱

物はクロムスピネル．平行ニコル．真網代北東（第 l図中のLoe.I). 

b:玄武岩質凝灰角礫岩．黒っぽく見える角礫は，ピクライト質玄武岩．真網代南方 （第 1図中のLoe.2). 
c, d:ピクラ イト 質玄武岩の油片写真 dはC中央部付近の拡大 カンラン石斑晶は完全に緑泥石化している． カンラン石は細長く（叶l

ひたものや（矢印 l)，結晶内部に粘土化したガラスを含むものがあり （矢印 2)， 急冷組織と認められる．平行ニ コル． 真網代南方

（第 1図中の Loe.2). 

縁に沿って初生的には北只衝上断層が形成され，八幡

浜南方から大i州にかけての大i州—三瓶断層と呼ばれた

部分が高角化したか，高角な断層によって再度，切断

されたと考えるのが妥当であろう．

まとめ

(1) 四国西部の御荷鉾緑色岩類は，ヒ°クラ イトおよび

ビクライト質玄武岩を伴う．

(2) 八幡浜南方の御荷鉾緑色岩類は，分布幅を狭めな

からも大i州東方の冨士山付近まで連続して追跡され
る．

(3) 四国西部の御荷鉾緑色岩類は，その南縁に沿う低

角な北只衝上断層によって，秩父帯の地層の上に衝」こ

している．この断層は一部で高角化するか，高角な断

層で切られていると考えられる．
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